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１．法人の長の理念や運営上の方針・戦略等 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）は、

国が定める「健康・医療戦略」の下、我が国における医療分

野の研究開発とその環境整備の中核的な役割を担う資金

配分機関（ファンディングエージェンシー）として、2015 年

（平成 27 年）に設立されました。これまで、AMED の取組を

最大化させるべく、研究開発マネジメント機能の構築とさら

なる高度化に取り組んでまいりました。 

第 2 期中長期計画（対象期間：2020～2024 年度（令和 2

～6 年度））の下では、「成果を一刻も早く実用化し、患者さ

んやご家族の元にお届けすること」を目指し、6 つのモダリテ

ィ（創薬手法や治療手段等）を軸にした統合プロジェクトを

中心に、基礎研究から実用化に至る一貫した研究開発を推

進し、新たな医療技術等の様々な疾患への展開を図ってき

ました。 

 

日本医療研究開発機構（AMED）の理念・運営方針・第 2 期推進方針 



日本医療研究開発機構（AMED）事業報告書 
 

4 
 

また、 政府の「ワクチン開発・生産体制強化戦略」の目標実現に向け、感染症有事に国策としての

ワクチン開発を迅速に推進するため、2022 年 3 月に AMED 内に先進的研究開発戦略センター

（SCARDA）を設置、関係府省等を構成員とする戦略推進会合を開催して情報を共有するなど関係府

省等とも連携しつつ、ワクチン、診断薬・治療薬の開発体制の整備に取り組んでいるところです。 
 
2025 年度（令和 7 年度）から始まる第 3 期では、医療研究開発を基礎から実用化まで一貫して推

進し、絶え間なく創薬シーズが創出されるよう、基礎研究を継続的・安定的に支援するとともに、出口志

向を強化して成果の実用化を加速します。全ての統合プロジェクトに共通して、伴走支援の強化、医療

DX や AI 創薬の推進、国際展開に取り組みます。また、基礎研究・応用研究から臨床研究の各段階に

おいて、シーズを企業に導出することを含め、社会還元の視点をもって、各府省庁事業間をつなぐ支

援の取組を整備し、体制強化にも取り組みます。あわせて、研究への患者・市民参画など、医療研究

開発における「社会共創」の取組も一層推進していきます。 

モダリティの多様化が急速に進むなか、分野横断的なアプローチによる創薬力の強化や国際競争

力のある新規モダリティ開発の加速が求められています。国内外の様々な機関との連携を深めるととも

に、情報収集・発信にも一層注力し、国際共同研究や人事交流を活性化することで、グローバルな視

点で AMED 全体の事業推進と成果の最大化を図りたいと思います。 

患者さんや医療現場、研究者、産業界等のニーズを十分踏まえながら、世界最高水準の技術を用

いた医療の提供、ひいては、健康長寿社会の形成に一層貢献できるよう取り組んでまいります。今後と

も、国民の皆様のご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

 

2025 年（令和 7 年）6 月  理事長    
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２．法人プロフィール 

（１）法人の目的 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構法 第 3 条において、以下のとおり、規定されています。

AMED は、医療分野の研究開発における基礎的な研究開発から実用化のための研究開発までの一

貫した研究開発の推進及びその成果の円滑な実用化並びに医療分野の研究開発が円滑かつ効果的

に行われるための環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、医療分野研究開発推進計画に基づき、

大学、研究開発法人の能力を活用して行う医療分野の研究開発及びその環境の整備、研究機関にお

ける医療分野の研究開発及びその環境の整備の助成等の業務を行うことを目的とする。 

（２）業務内容 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構法 第 16 条において、以下のとおり、規定されています。 

AMED は、第 3 条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

１）医療分野の研究開発及びその環境の整備を行うこと。 

２）前号に掲げる業務に係る成果を普及し、及びその活用を促進すること。 

３）医療分野の研究開発及びその環境の整備に対する助成を行うこと。 

４）前 3 号に掲げる業務に附帯する業務を行うこと。 

（３）沿革 
AMED は 2015 年度（平成 27 年度）に設立され、2020 年（令和 2 年）4 月より第 2 期中長期計画期

間に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）設立根拠法 
健康・医療戦略推進法 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構法 

（５）主務大臣（主務省所管課） 
内閣総理大臣（内閣府科学技術・イノベーション推進事務局日本医療研究開発機構担当室） 
文部科学大臣（文部科学省研究振興局ライフサイエンス課） 
厚生労働大臣（厚生労働省大臣官房厚生科学課） 
経済産業大臣（経済産業省商務情報政策局商務・サービスグループヘルスケア産業課） 

（６）位置付けと役割 
AMED は、内閣に設置された健康・医療戦略推進本部の下、政府が定める健康・医療戦略等に基
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づき、関係省庁に分散している研究費を集約し、研究開発支援のワンストップサービス化を行い、6 つ

の統合プロジェクトを中心とする基礎から実用化までの一貫した研究管理を行います。プログラムディ

レクター（PD）、プログラムスーパーバイザー（PS）及びプログラムオフィサー（PO）による事業管理を通

じたマネジメント機能の高度化をはじめとした医療に関する研究開発の実施及び臨床研究等の基盤整

備に加え、産業化に向けた支援、国際戦略の推進を図っています。 

 

 
 

   

日本医療研究開発機構（AMED）の位置づけ 

日本医療研究開発機構（AMED）が果たすべき機能 
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また、AMED が推進する研究開発は、6 つの統合プロジェクトに基づいて推進されますが、わが国に

おける社会課題として主要な７疾患領域（がん、生活習慣病（循環器、糖尿病等）、精神・神経疾患、老

年医学・認知症、難病、成育、感染症（薬剤耐性を含む））に関しても、豊富な経験を有する疾患領域

コーディネーター（DC）を配置し、十分な配慮をしつつ、事業運営に努めます。DC は、担当する疾患

領域関連事業における高度な専門的知見をもって、疾患領域関連事業間の連携方策や今後のあり方

等について提案・助言を行い、医療研究開発の推進及びその成果の円滑な実用化を推進しています。

詳細は、33～35 ページをご覧ください。 

 

 
【参考】 第 3 期（令和 7 年度～）健康・医療戦略、中長期計画に定められた 8 つの統合プロジェクト

での研究開発の推進については、下記をご覧ください。 
 https://www.amed.go.jp/aboutus/hyouka_unei.html 

 
  

6 つの統合プロジェクトにおける研究開発の推進と横断的な疾患研究マネジメント 
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（７）組織体制 
2024 年度（令和 6 年度）における AMED の組織体制は、以下のとおりです。管理部門、推進部門、

事業部門の 3 部門による体制としており、さらに、事業部門については、6 つの事業部が各統合プロジ

ェクトを担当し、効果的に研究開発を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 第 3 期（令和 7 年度～）AMED 組織図については、下記をご覧ください。 
 https://www.amed.go.jp/aboutus/yakuin_soshiki.html 

AMED 組織図 
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（８）事務所の所在地 
①国内 

本部 
東京都千代田区大手町 1－7－1 

読売新聞ビル 20 階～24 階 

東日本統括部 
東京都中央区日本橋室町 1－5－5 

室町ちばぎん三井ビルディング 8 階 

西日本統括部 
大阪府大阪市中央区備後町 4－1－3 

御堂筋三井ビル 6 階 

②海外 

ワシントン D.C.事務所 
1920 L Street, Northwest, Suite 303, Washington, D.C.  

20036 USA 

 

（９）主要な特定関連会社、関連会社及び関連公益法人等の状況 
2024 年度（令和 6 年度）においては、関連会社等に該当するものはありません。 
 

（10）主要な財務データ（法人単位）の経年比較 
                                                        （単位：百万円） 

区分 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

資 産 224,514 452,724 743,749 732,287 686,825 

負 債 76,113 307,718 608,010 621,525 590,404 

純資産 148,400 145,006 135,739 110,762 96,421 

行政コスト 175,616 206,557 176,816 193,168 198,290 

経常費用 175,590 206,542 174,541 193,109 198,083 

経常収益 175,960 208,901 175,005 193,710 197,047 

当期総利益（△総損失） 509 2,532 △1,635 644 △603 

（注）1．各金額は単位未満四捨五入によっています。 

2．2021・2022 年度（令和 3・4 年度）は、感染症有事対応の抜本的強化等による基金が造成さ

れたことから、資産及び負債額が大きな増額となっています。 
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（11）翌事業年度に係る予算、収支計画及び資金計画（法人単位） 

①予算 

（単位：百万円） 

区別 金額 

収入   

運営費交付金 6,716 

政府出資金 0 

国庫補助金 116,016 

革新的研究開発推進基金補助金 326 

先端国際共同研究推進基金補助金 0 

寄附金収入 120 

受託等収入 225 

計 123,403 

支出   

一般管理費 4,757 

人件費 1,792 

物件費 2,946 

公租公課 19 

事業費 76,769 

物件費 67,229 

政府出資金事業費 9,540 

国庫補助金事業費 116,016 

受託等経費 225 

計 197,767 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

 

事業費／物件費に含まれている革新的研究開発推進基金補助金及び先端国際共同研究推進基

金補助金の支出（67,229 百万円の内数）には 2024 年度（令和 6 年度）までに造成した基金からの支

出が含まれている一方、革新的研究開発推進基金補助金の収入（326 百万円）には 2025 年度（令和

7 年度）に国から交付される事務費相当分のみが計上されていること等から事業年度の予算である上

記の収入と支出は一致していません。 
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②収支計画 

（単位：百万円） 

区別 金額 

費用の部 189,568 

 経常費用 189,568 

業務費 184,078 

一般管理費 4,809 

雑損 681 

 臨時損失 0 

収益の部 189,720 

 経常収益 189,638 

運営費交付金収益 6,483 

補助金等収益 178,393 

寄附金収益 120 

受託業務収入 225 

資産見返負債戻入 2,959 

賞与引当金見返に係る収益 314 

退職給付引当金見返に係る収益 108 

貸倒引当金戻入益 301 

財務収益 735 

雑益 0 

 臨時利益 82 

当期純利益 152 

当期総利益 152 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 
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③資金計画 

（単位：百万円） 

区別 金額 

資金支出 716,572 

業務活動による支出 200,788 

投資活動による支出 470,430 

財務活動による支出 2,950 

翌年度への繰越金 42,406 

資金収入 716,572 

業務活動による収入 124,144 

 運営費交付金による収入 6,716 

 業務収入 4 

 受託収入 225 

 国庫補助金による収入 116,342 

 寄附金収入 120 

 その他の収入 739 

投資活動による収入 575,682 

財務活動による収入 0 

前年度からの繰越金 16,746 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 
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３．中長期目標 

（１）概要 
①法人の使命 

AMED は、医療分野の研究開発における基礎的な研究開発から実用化のための研究開発まで一

貫した研究開発の推進及びその成果の円滑な実用化並びに医療分野の研究開発が円滑かつ効果的

に行われるための環境の整備を総合的かつ効果的に行うため、健康・医療戦略推進本部が決定する

医療分野研究開発推進計画（以下「推進計画」という。）に基づき、大学、研究開発法人その他の研究

機関の能力を活用して行う医療分野の研究開発及びその環境の整備等の業務を行うことを目的として

います。  

 

②第 2 期中長期目標期間における取組等 
これら AMED の使命や現状と課題等を踏まえ、第 2 期中長期目標期間においては、以下のことに

取り組みます。 

  

・ AMED は、健康・医療戦略推進本部の下、医療分野の研究開発において中核的な役割を果た

す機関として、推進計画に基づき、産学官の中心となり、大学、研究開発法人その他の研究機

関等と連携し、基礎から実用化まで切れ目ない研究支援を引き続き実施していきます。 

・ この目的に資するため、適切な組織・人員体制を構築するとともに、第 1 期中長期目標期間中

にあった統合プロジェクトについて、疾患を限定しないモダリティ等の統合プロジェクトに集約・

再編し、6 つの統合プロジェクト（①医薬品②医療機器・ヘルスケア③再生・細胞医療・遺伝子

治療④ゲノム・データ基盤⑤疾患基礎研究⑥シーズ開発・研究基盤）とした上で、基礎から実用

化に向けた一貫した研究開発支援を行います。 

・ 6 つの統合プロジェクトにおいては、AI などデジタル技術の活用を図りつつ、新たな医療技術等

を様々な疾患に効果的に展開します。その際には、「予防／診断／治療／予後・QOL」といった

開発目的を明確にしつつ研究開発を進めます。 

・ 疾患領域に関連した研究開発は 6 つの統合プロジェクトの中で推進しますが、プロジェクト間の

連携を常時十分に確保し、特定の疾患ごとに柔軟にマネジメントを行います。 

・ 加えて、より速やかな研究成果の実用化・医療への展開のため、統合プロジェクト間の研究成果

の共有を進めるとともに、他の資金配分機関、インハウス研究機関や民間企業など、関連する

研究を実施している研究機関や産業界等との連携・分担を図りつつ、研究開発を推進します。 

・ さらに、感染症への対応については、緊急時における国策としてワクチン開発を迅速に推進す

るために、AMED 内に、平時からの研究開発の推進を主導する体制（SCARDA）を整備し、一体

的かつ機動的な予算の配分を通じ、新規モダリティや感染症ワクチンへの応用等の研究開発に

ついて、基礎研究から実用化まで産学官が連携して実施しています。 
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（２）一定の事業等のまとまりごとの区分に基づくセグメント情報 
AMED は、中長期目標等における一定の事業等のまとまりごとの区分に基づきセグメント情報を開示

しています。具体的な区分及び区分ごとの目標は以下のとおりです。 

１．AMED に求められる機能を発揮するための体制の構築等 

（目標） 

 ①医療に関する研究開発のマネジメント、②研究不正防止の取組の推進、③研究データマネジメン

ト、④実用化に向けた支援、⑤国際戦略の推進、の各項目について、関係府省の医療分野の研究開

発関連予算を集約し、基礎から実用化までの研究開発を一元的かつ一貫してマネジメントする体制を

構築することや、基礎研究及び臨床研究における不正防止の取組、実用化や国際連携に向けた取組

等を推進することを目標としています。 

２．基礎から実用化へ一貫してつなぐプロジェクトの実施 

（目標） 

医療分野研究開発推進計画に基づき、疾患を限定しないモダリティ等の６つの統合プロジェクト（①

医薬品、②医療機器・ヘルスケア、③再生・細胞治療・遺伝子治療、④ゲノム・データ基盤、⑤疾患基

礎研究、⑥シーズ開発・研究基盤）毎にプロジェクトを推進しています。また、６つの統合プロジェクトの

中で、特に、現在及び将来の我が国において社会課題となる疾患分野（がん、生活習慣病、精神・神

経疾患、老年医学・認知症、難病、成育、感染症）については、それぞれの疾患領域に豊富な知見を

有するコーディネーターの下で、疾患ごとのマネジメントを行っています。これらにより、基礎から速や

かな実用化に繋げることを目標としています。 

３．基金等を活用した中長期的な研究開発の促進等 

（目標） 

①政府出資を活用した産学官共同での医薬品・医療機器の研究開発の促進等、②健康・医療分野

におけるムーンショット型研究開発等、③新型コロナウイルスワクチンの開発支援、④ワクチン・新規モ

ダリティの研究開発、⑤ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成、⑥創薬ベンチ

ャーエコシステムの強化、⑦大学発医療系スタートアップの支援、⑧医学系研究力の強化、⑨先端国

際共同研究の推進、の各基金等を活用した研究開発について、研究開発及びその環境の整備を促

進すること等を目標としています。 

詳細については、第 2 期中長期目標をご覧ください。 

（参照：https://www.amed.go.jp/koukai/kouhyou.html） 
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４．中長期計画及び年度計画 

第 2 期中長期計画（2020 年～2024 年度（令和 2 年～令和 6 年度））に掲げる項目は、次の表のとお

りです。年度計画においては、第 2 期中長期計画に掲げる目標等を達成するための各年度における

研究開発事業等の推進について定めています。 

第 2 期中長期計画及び令和 6 年度計画の内容（概要） 

Ⅰ．政策体系における法人の位置付け及び果たすべき役割 

Ⅱ．研究開発の成果の最大化その他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとるべき

措置 

（1）AMED に求められる機能を

発揮するための体制の構築

等 

① 医療に関する研究開発のマネジメント 

② 研究不正防止の取組の推進 

③ 研究データマネジメント 

④ 実用化に向けた支援 

⑤ 国際戦略の推進 

（2）基礎研究から実用化へ一

貫してつなぐプロジェクトの実

施 

① 医薬品プロジェクト 

② 医療機器・ヘルスケアプロジェクト 

③ 再生・細胞医療・遺伝子治療プロジェクト 

④ ゲノム・データ基盤プロジェクト 

⑤ 疾患基礎研究プロジェクト 

⑥ シーズ開発・研究基盤プロジェクト 

（3）基金等を活用した中長期的

な研究開発の促進等 

① 政府出資を利用した産学官共同での医薬品・医療機器の

研究開発の促進等 

② 健康・医療分野におけるムーンショット型研究開発等 

③ 新型コロナウイルスワクチンの開発支援 

④ ワクチン・新規モダリティの研究開発 

⑤ ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の 

形成 

⑥ 創薬ベンチャーエコシステムの強化 

⑦ 大学発医療系スタートアップの支援 

⑧ 医学系研究力の強化 

⑨ 先端国際共同研究の推進 

（4）疾患領域に関連した研究開発 

Ⅲ．業務運営の効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

（1）業務改善の取組に関する 
事項 

① 組織・人員体制の整備 
② PDCA サイクルの徹底 
③ 適切な調達の実施 
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④ 外部能力の活用 
⑤ 業務の効率化 

（2）業務の電子化に関する事項 

Ⅳ．財務内容の改善に関する事項 

（1）予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

（2）短期借入金の限度額 

（3）不要財産又は不要財産となることが見込まれる財産がある場合には、当該財産の処分に関す

る計画 

（4）前号に規定する財産以外の重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画

（記載事項なし） 

（5）剰余金の使途 

Ⅴ．その他主務省令で定める業務運営に関する事項 

（1）内部統制に係る体制の整備 

（2）コンプライアンスの推進 

（3）情報公開の推進 

（4）情報セキュリティ対策の推進 

（5）職員の意欲向上と能力開発等 

（6）施設及び設備に関する計画 

（7）職員の人事に関する計画 
① 人材配置 

② 人材育成 

（8）中長期目標の期間を超える債務負担 

（9）国立研究開発法人日本医療研究開発機構法第十七条第一項に規定する積立金の処分に

関する事項 

（10）温室効果ガスの排出の削減 

 
詳細については、第 2 期中長期計画及び令和 6 年度計画をご覧ください。 

（参照：https://www.amed.go.jp/koukai/kouhyou.html） 
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５．持続的に適正なサービスを提供するための源泉 

（１）ガバナンスの状況 
①主務大臣 

AMED の役員、職員並びに財務及び会計その他管理業務に関する事項について、主務大臣は内

閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣となっており、その状況は次のとおりです。 

業務内容 主務大臣 

1 理事長、監事の任命、解任 内閣総理大臣 

2 中長期目標の提示 内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣 

3 運営費交付金の交付 文部科学大臣 

4 補助金の交付 内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣 

②ガバナンス体制図 

ガバナンスの体制は次のとおりです。 

AMED は内閣総理大臣が任命する法人の長のもと、主務大臣が策定した中長期目標等の指示等に

基づいて中期計画を策定して業務を執行し、事業年度毎に評価を受けています。また、内閣総理大臣

が任命する監事が AMED の業務の監査及び主務大臣が選定する会計監査人の会計監査を受けてい

ます。 

AMED の運営及び業務の執行に関する重要事項の審議及び報告の聴取を行うことにより、その適

切な執行を確保することを目的として理事会議を設置するとともに、AMED の業務の質の更なる向上

やガバナンスの強化に資するため、AMED の業務運営全般に係る課題について役員等及び部室の

長が認識を共有し、柔軟かつ適時に意見交換、情報共有等を行う幹部連絡会議等を設置していま

す。また、内部統制推進委員会等、目的に応じて各種の委員会等を設置しています。 
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なお、国立研究開発法人日本医療研究開発機構業務方法書の内部統制に関する基本方針におい

て、「機構は、役員（監事を除く。）の職務の執行が独法通則法、機構法又は他の法令に適合すること

を確保するための体制その他機構の業務の適正を確保するための体制（内部統制システム）を整備す

るとともに、継続的にその見直しを図る」と定めています。 
 

（２）内部統制等の運用に関する情報 

① 内部統制に関する事項 業務方法書：第 17 条 

（内部統制） 

内部統制については、AMED の中長期目標に基づき法律及びこれに基づく命令等並びに AMED

における各種規程等及びこれらに関連する通知を遵守しつつ業務を行い、AMED のミッションを有効

かつ効率的に遂行するため、内部統制推進委員会の設置、内部統制を担当する役員の指定、内部統

制を推進する部門の指定、研修の実施等について、「内部統制推進規程」で定めています。 

同規程に基づき、設置した「内部統制推進委員会」において、内部統制推進に係る体制を整備する

ため「内部統制の推進に係る基本方針」を策定しています。 

(コンプライアンス) 

コンプライアンスについては、研修の実施やコンプライアンスハンドブックの配布等を通してコンプラ

イアンス意識の向上を図るとともに、コンプライアンス相談窓口を AMED 内外に設置し、窓口の連絡先

を記載したカードを全役職員が常時携帯するなど、コンプライアンス違反等が発生した際の対応体制

を整備しています。 

（内部統制の推進に係る基本方針） 
1．役職員の職務の執行が法令等に適合することを確保するための体制 

2．役職員の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

3．リスクの管理に関する規程その他の体制 

4．役職員の職務が効率的に行われることを確保するための体制 

5．業務の適正を確保するための体制 

6．監事への報告に関する体制及び監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

（2024 年度（令和 6 年度）の主な実績） 

・「内部統制推進委員会」と「リスク管理委員会」を 2 回同時開催 

・例規等の制定、見直し等の実施 

・コンプライアンス研修の実施（586 人参加） 

・コンプライアンス意識向上のためのハンドブックの配布 

・コンプライアンス推進月間にポスター、スローガンの周知 

・法人文書管理に関する研修の実施（747 人参加） 

・「契約監視委員会」を 2 回開催 

・内部統制に関するモニタリングの実施（「業務記述書、業務フロー図、リスクコントロールマトリ

クス（RCM）」及び「管理部門内部統制チェックリスト」を年度更新した上でモニタリング） 

・内部監査の実施 

・監事によるモニタリング 

② リスク管理に関する事項 業務方法書：第 18 条 

リスク管理については、AMED のミッション遂行の障害となる要因を事前にリスクとして識別、分析及

び評価し、その当該リスクへの適切な対応を可能とするため「リスク管理規程」を整備しています。同規
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程に基づき、リスク管理の検討、審議等を行うため「リスク管理委員会」を設置しており、適切に開催しな

がら、リスク発生の防止又は発生した場合の損失の最小化を図っています。 

リスク管理委員会は、顕在化したリスクの評価・検証を行い、リスクの再発防止のための検討を行って

います。特に、「情報セキュリティ事象等発生」及び「個人情報の漏えい等」については、重点的に発生

防止及び発生した場合の損失の最小化に向けて取り組んでいます。また、令和 4 年度以前は報告対

象となっていなかった事務処理誤りに係るヒヤリハット事象について、令和 5 年度途中から報告対象に

追加し、業務改善のための取組の一つとして実施しています。 

    （2024 年度（令和 6 年度）の主な実績） 

・「リスク管理委員会」を 2 回開催 

・ハラスメントの発生防止のため、職員の意識徹底を図るための研修の実施 

・情報セキュリティ事象等 47 件（令和 5 年度途中から事務処理誤りに係るヒヤリハット

事象も報告対象に追加） 

③ 情報セキュリティに関する事項 業務方法書：第 21 条 

（情報セキュリティインシデント） 

情報セキュリティインシデントの発生は、業務システムの安定運用だけでなく、事業運営全体に影響

を与えかねない重大なリスクの一つと認識しています。政府統一基準に準拠した「情報セキュリティポリ

シー」と、それに基づく各種業務マニュアルを定めるとともに、情報セキュリティに関する研修・訓練を実

施することで、職員の情報セキュリティ意識の向上を図っています。 

AMED では、情報セキュリティインシデントとは言えない軽微なレベルの情報セキュリティ事象でも、

発見した職員が速やかにインシデント即応チーム（CSIRT）に通報すること、また、その事象の概要を

AMED 全体で情報共有することを日頃から実践しています。例えば、不審なメールを受信した、あるい

はメールを誤送信したといった事象は、軽微なものでも通報することが定着してきており、それに対して、

適時、全職員へのメールでの注意喚起等を行っています。このような日常の取組を通じ、情報セキュリ

ティインシデントが発生した場合でも、適切な対応が迅速にとれるよう努めています。 

（個人情報保護） 

個人情報保護については、AMED の業務の適切かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保

護することを目的とした「個人情報保護規則」を制定し、対応しています。 

各業務に関わる保有個人情報等の漏えい、滅失又は毀損のリスクは、情報セキュリティリスクの中でも

極めて重大なリスクであり、外部からの不正アクセスや持ち出し、日常の業務遂行上のミスなどの事務事

故などによる情報の漏えい等を未然に防止するため、当該個人情報及びリスクの管理事項、体制整備、

対応方針などを柱とした「個人情報保護規則」、「情報セキュリティポリシー」及び「リスク管理規程」を定め、

これに基づき常日頃からのモニタリングや教育研修などを通じ徹底した管理を行っています。 
    （2024 年度（令和 6 年度）の主な実績） 

・情報セキュリティに関する研修の実施（延べ 1,312 人参加） 

・「情報セキュリティ委員会」を 2 回開催 

・個人情報保護に係る点検を実施  

・個人情報保護に関する教育研修の実施（747 人参加） 
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④ 運用資金の管理 

資金運用については取扱い規則を整備し、元本回収の安全性及び確実性を最優先とした定期預

金、国債等にて運用を行っています。 

⑤ 監事監査・会計監査人監査・内部監査 業務方法書：第 22 条、第 23 条 

監事は、AMED の業務に関する監査を行います。監査の結果は、監査報告として理事長に報告し、

財務諸表に添付されて主務大臣（内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣）に

提出されます。なお、監査の結果に基づき、必要があるときは、理事長又は主務大臣に意見を提出す

ることができます。また、AMED は、監事の監査とは別に、独法通則法により、会計監査人の監査を受

けなければなりません。監査の結果は、会計監査報告書として理事長に報告し、財務諸表に添付され

て主務大臣に提出され、ホームページで公開しています。 

さらに、監査室は、AMED の業務に関し、業務の運営が合規性の観点から法令等に準拠し適正に

行われているかどうか等について、内部監査を実施します。監査の結果及びその結果に対する改善状

況は、監査報告書として理事長に報告します。2024 年度（令和 6 年度）の内部監査（内部監査規程及

びその他の規程に基づく監査）は、予算執行に関することとして、基金事業の遂行状況を、内部統制

に関することとして研究費不正に対する政府指針への対応状況を、情報セキュリティポリシーに関する

こととして令和 4 年度 NISC 監査フォローアップを、法人文書管理規程に関することとして令和 5 年度

法人文書管理規程対応状況を実施しました。 

⑥ 入札及び契約に関する事項 業務方法書：第 25 条 

AMED は、監事及び外部有識者から構成される「契約監視委員会」を設置して、「独立行政法人の

契約状況の点検・見直しに関する（閣議決定）等」に基づき、入札及び契約手続等の点検・見直し等を

行います。また、物品又は役務等の調達に係る競争契約原則の徹底及び入札の適正を期する等のた

め契約審査委員会を設置しています。 

2024 年度（令和 6 年度）においては、契約監視委員会を 2 回開催し、調達実績の点検・見直しを行

いました。また、契約審査委員会を 2 回開催しました。 

⑦ 中長期計画等の進捗管理 業務方法書：第 16 条 

中長期計画及び年度計画における業務の質の向上及び業務の効率化に関する項目の着実な達成

に資すること等を目的として「中長期計画及び年度計画の執行管理に関する規則」を制定、同規則に

基づき、役員等及び部室の長が出席する会議において、業務の進捗状況については随時、支出予算

の執行状況については原則四半期ごとに把握、検討するとともに、その他の措置が必要と認める場合

は、当該措置を指示するものとしています。 
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（３）役員等の状況 
① 役員 

役職 氏名 任期 経歴 

理事長 

 

三島 良直 令和2 年4 月1 日～ 

令和7 年3 月31 日 昭和 50 年 3 月 
東京工業大学大学院理工学研究科修士課程 

修了 

昭和 54 年 8 月 
University of California, Berkeley 大学院材料科

学専攻 博士課程 修了 

平成 9 年 4 月 
東京工業大学 教授（大学院総合理工学研究科

材料物理科学専攻） 

平成 24 年 10 月 東京工業大学学長（平成 30 年 3 月まで） 

平成 31 年 4 月 
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構（NEDO）技術戦略研究センター センター長 

理事 屋敷 次郎 令和6 年7 月1 日～ 

令和7 年3 月3１日 
平成 2 年 3 月 東京大学 経済学部卒業 

平成 2 年 4 月 厚生省入省 

平成 29 年 7 月 厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

平成 30 年 7 月 厚生労働省大臣官房参事官（情報化担当） 

令和元年 7 月 社会保険診療報酬支払基金理事長特任補佐 

令和 3 年 9 月 厚生労働省大臣官房審議官（年金担当） 

令和 4 年 6 月 
独立行政法人地域医療機能推進機構理事 
（管理・労務・経営担当） 

監事 

(非常勤) 

稲葉 カヨ 令和2 年9 月1 日～ 

中長期計画最終年度に

ついての財務諸表承認

日 

昭和 53 年 3 月 京都大学大学院理学研究科博士課程修了 

平成 11 年 4 月 京都大学大学院生命科学研究科教授 

平成 15 年 4 月 京都大学大学院生命科学研究科長 

平成 19 年 10 月 京都大学女性研究者支援センター長 

平成 25 年 8 月 京都大学副学長 

平成 26 年 10 月 京都大学理事・副学長（令和 2 年 9 月 30 日まで） 

監事 

(非常勤) 

白山 真一 令和2 年9 月1 日～ 

中長期計画最終年度に

ついての財務諸表承認

日 

昭和 60 年 3 月 慶應義塾大学 商学部卒業 

昭和 60 年 4 月 大東京火災海上保険株式会社入社 

平成 3 年 10 月 中央新光監査法人入所 

平成 15 年 6 月 中央青山有限責任監査法人 パートナー 

平成 17 年 9 月 中央大学専門職大学院国際会計研究科修了 

平成 19 年 8 月 有限責任監査法人トーマツ パートナー 

平成 24 年 3 月 
慶應義塾大学大学院 商学研究科 後期博士課

程 単位取得退学 

令和元年 10 月 
上武大学 ビジネス情報学部 教授（令和 6 年 3

月 31 日まで） 

令和 6 年 4 月 宇都宮大学 データサイエンス経営学部 教授 
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① 会計監査人の名称及び報酬 

会計監査人は EY 新日本有限責任監査法人であり、当該監査法人及び当該監査法人と同一のネッ

トワークに属する者に対する当事業年度の AMED の監査証明業務に基づく報酬の額は 10,844 千円

(消費税等を除く)、及び非監査業務に基づく報酬の額は 13,000 千円（消費税等を除く）です。 

（４）職員の状況 
常勤職員の数（前事業年度末からの増減を含む）及び平均年齢 

常勤職員の数 

(うち、出向者数) 

496 名（前事業年度末比 35 名増） 

（うち、出向者 154 名） 

平均年齢 52.0 歳 

 

（５）重要な施設等の整備等の状況 
国内には、東京都千代田区に本部、東京都中央区に東日本統括部及び大阪府大阪市に西日本統

括部、海外には、ワシントンD.C.事務所がありますが、いずれも賃貸であり所有する施設はありません。 
 

（６）純資産の状況 
① 資本金の状況                                        （単位：百万円） 

区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 

政府出資金 108,419 - 13,738 94,681 

資本金合計 108,419 - 13,738 94,681 

（注）当期減少額は、国庫納付によるものです。 

② 目的積立金の申請状況、取崩内容等 

2024 年度（令和 6 年度）においては、目的積立金の申請は行っておりません。 

 

（７）財源の状況 
2024 年度（令和 6 年度）の法人単位の収入決算額は 174,987 百万円であり、その大半が国からの

財政措置である運営費交付金及び国庫補助金となります。 

なお、その他の収入については過年度委託研究費・補助事業費の額の確定による戻入等であり、

将来的に国庫納付するものとなります。 

（単位：百万円） 

区分 金額 構成比率（％） 

運営費交付金 6,564 3.8 

国庫補助金 162,019 92.6 

その他の収入 6,020 3.4 

寄附金収入 125 0.1 

受託等収入 260 0.1 

合計 174,987 100.0 
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（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

 

（８）社会及び環境への配慮等の状況 
AMED は、国民の安全・安心を確保し、理解・信頼を得ながら、社会の真のニーズに基づく、社会と

の調和が図られた研究開発の実施と成果の創出を目指すべく、「社会共創（Social Co-Creation）」の取

組を推進しています。 

「社会共創」の取組として、①医療研究開発にともない生じる倫理的・法的・社会的課題（ELSI：

Ethical, Legal and Social Issues）への対応、②患者・市民参画（PPI: Patient and Public Involvement）を

はじめとするダイバーシティ推進、③Society 5.0 における医療研究開発のための持続可能な開発目標

（SDGs）への対応を行っています。 

2023 年度（令和 5 年度）より、社会共創の推進に係る AMED 理事長からのメッセージも発信していま

す。 

 AMED「社会共創」ウェブサイト：https://www.amed.go.jp/socialcocreation/index.html 

 

2022 年度（令和 4 年度）より、「社会共創」の基本的考え方を、社会に広く伝えるためのイベント

「AMED 社会共創 EXPO」を、患者経験者やコミュニケーションの専門家等が集まる実行会議での議論

により開催しています。2024 年度（令和６年度）は、「垣根を超える競争のデザイン」というテーマを掲げ、

11 月にメインイベントを渋谷で開催するとともに、“集まってもらうから会いに行く AMED”というスローガ

ンとともに全国５か所での出張型イベントを開催しました。 

 

①  医療研究開発に伴い生じる倫理的・法的・社会的課題（ELSI）への対応 

 AMED が取り扱う主な疾患分野（がん、生活習慣病、精神・神経疾患、老年医学・認知症、難病、成

育、感染症等）は、いずれも現在及び将来、日本において社会課題となるものであり、国民の安全・

安心を確保しつつ、社会から理解・信頼を得ながら実用化を進めることが必要な研究開発テーマで

す。このことからも、医療研究開発に伴い生じる倫理的・法的・社会的課題（ELSI）に関する研究や対

応を行っています。 

また、医療研究開発の倫理性を向上させる取組として、医学系研究を支える

様々なステークホルダーが一堂に会し、研究倫理について多方面から討論を

行ったり、情報共有や意見交換を行ったりする場として、「研究倫理を語る会」

（主催：研究倫理を語る会世話人会）を共催しています。2024 年度（令和 6 年

度）は、第 10 回大会が大阪市で開催され、現地に約 280 名（オンデマンド配信

希望が約 870 名）の参加があり、研究倫理に関するさまざまなテーマセッション

で盛会となりました。また、前日には「AI は待ち望む医療の未来を描けるのか―

不安と期待―」というテーマを掲げた市民公開講座が開催され、約 160 名の参加者がありました。難

病当事者、高校生の参加もあり、AI がどこまで医療を担うのかといった質問や、データ利活用に伴う

倫理面での懸念点がフロアから寄せられました。 
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② 医療研究開発への患者・市民参画（PPI） 

 AMED では、医学研究・臨床試験プロセスの一環として研究者が患者や市民の

知 見 を 参 考 に す る 「 研 究 へ の 患 者 ・ 市 民 参 画 （ PPI ： Patient and Public 

Involvement）」の取組を推進しています。この取組により、患者などにとってより役

に立つ研究成果の創出や研究の円滑な実施、被験者保護の強化が期待されま

す。また同時に AMED 事業の研究者に対しては、「研究者向けの患者・市民参

画（PPI）10 か条」を示しています。 

 AMED 研究への患者・市民参画（PPI）：https://www.amed.go.jp/ppi/index.html 

 

 （AMED 事業における PPI の取組事例の紹介） 

AMED では、AMED 事業において患者・市民との協働による研究開発を行う研究班にインタビ

ューを行っています。「研究への PＰＩ」について、活動により得られた「知」や価値、気づきや課題

について研究者に自由にお話いただき、ショート動画と記事にして公開しています。2024 年度

（令和 6 年度）は、4 つの研究班にインタビューを実施しました。 

 AMED 事業における PPI の取組事例：https://www.amed.go.jp/ppi/ppipractice.html 

 

   （AMED 事業における PPI 基盤構築に係る取組） 

 ゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム（B-Cure）ゲノム医療実現推進プラットフォーム・社

会共創推進領域では、社会の理解を得つつ実用化を進めることが重要であるゲノム医療・研究に

対する患者・市民参画（PPI）の取組推進を図るべく、患者・市民向けの研修及び PPI コーディネー

ター研修を実施するとともに、研究者向けの PPI 支援教材案の作成やゲノム医療・研究にかかるプ

レスリリースガイドを作成・公開しました。 また、患者・市民を交えたラウンドテーブルを開催し、ゲノ

ム研究の進め方、遺伝的特徴・情報に基づく差別や、ゲノム研究のプレスリリースについて情報共

有を行い、基盤的 ELSI 研究に取り組みました。 

 研究班ウェブサイト「みんなでつくるゲノムのこと」：https://genomeppi.jp/ 

 

（医学系研究をわかりやすく伝えるプロジェクト） 

 PPI 推進に向けて患者・市民等に関心を持っていただくには、医療

研究開発の進捗・成果に関する情報を量的にも質的にもより豊かに

発信していく必要があります。そのため、研究開発推進ネットワーク

事業において 2022 年度（令和 4 年度）に作成した、『医学系研究の

成果をわかりやすく伝えるための手引き』について、AMED の研究

開発契約事務処理説明書（令和 6 年度）にも記載し、プレスリリース

等の情報発信時に利活用するよう求めています。 

 2024 年度（令和 6 年度）は、全国 5 か所（札幌・仙台・東京・大阪・

博多）においてワークショップを実施し、研究者や研究機関の広報

担当者に対して、この手引きを活用しての情報発信スキル向上のための教育研修を展開しました。

あわせて、AMED 役職員対象にも同様の研修を 2 回実施するなど、AMED としても情報発信の質
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向上に努めています。 

 

（PPI 初学者に向けた実践研修） 

 AMED では 2024 年度（令和 6 年度）以降、医療

研究開発の現場の研究者が、自身の研究・業務

に係る PPI の具体的取組を着想・着手できるよう

にすることを目指すワークショップ型の実践研修

を開催しています。学会や研究機関と連携して

開催する実践研修を、PPI に高い関心を寄せる

研究者や有識者をキーパーソンとして企画することで、現場の研究者等がお互いに PPI の取組

展開に向けて協働できるような体制づくりにつながっています。 

 

③ 持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）への対応 

 2015 年（平成 27 年）9 月の国連持続可能な開発サミ

ットにて採択された「我々の世界を変革する：持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」では、「持続可能な開発

目標」として、17 の目標と 169 のターゲットが定められてい

ます。AMED における全ての事業は目標 3「すべての人に

健康と福祉を」の達成に向けての取組であると同時に、他

の目標達成に向けても取組を着実に推進しています。 

   2024 年度（令和 6 年度）は、SDGs ターゲット 1.5「貧困層や脆弱な状況にある人々の強靱性（レ

ジリエンス）を構築し、気候変動に関連する極端な気象現象やその他の経済、社会、環境的ショックや

災害への暴露や脆弱性を軽減する」の達成に向けて貢献する 3 つの研究開発課題を紹介する動画

を作成・公開しました。 

 AMED 事業における SDGs 達成に向けた代表的な取組： 

https://www.amed.go.jp/socialcocreation/SDGs.html 

   

また、JICA による政府開発援助（ODA）と連携して、開発途上国のニーズを基に感染症など地球規

模課題を対象とし、将来的な社会実装の構想を有する国際共同研究も推進しています。 

さらに、社会共創推進に係る業務を実施する際、障がい者の経済的自立を推進する「障害者優先調達

推進法」の対象施設である障害者就労施設に業務を委託することを積極的に取り組んでいます。 2024 年

度（令和 6 年度）は、「医学系研究をわかりやすく伝えるための手引

き」を社会福祉法人が運営する福祉工場の印刷部に委託しました。こ

のほか、動画作成時のナレーションを視覚障がい者によるナレーショ

ン事業を展開する業者に委託する等、業務を通じても SDGs の実現

に貢献できるよう努めています。 

 

④ その他、社会及び環境への配慮等に関する取組 

「社会共創」の取組のほかに、下記の通り、社会及び環境への配慮等に関する取組を行っています。 
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（ダイバーシティ＆インクルージョン等） 

 医療分野の研究開発の評価に際して、課題評価委員会の充実を図り、適切な課題評価を実施する

ため、年齢・性別・所属機関等の観点からの委員の多様性への配慮を行っています。また、公募要

領にも「研究開発におけるダイバーシティ推進に係る取組メッセージ」として、理事長からの呼びかけ

を記載しています。 
（社会等への配慮） 

 官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律（昭和 41 年法律第 97 号）第 5 条の規定

に基づき、令和 6 年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針（令和 6 年 4 月 19 日閣議決定）

に即して、毎年度「中小企業者に関する契約の方針」を定め、新規中小企業者をはじめとする中小

企業者からの物品等の調達に努めています。 

 国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律（平成 24 年法律第 50 号）

第 6 条の規定に基づき、「障害者就労施設等からの物品等の調達の推進を図るための方針」を定め、

障害者就労施設等からの物品等の調達に努めるとともに、同法第７条の規定に基づき、毎年度その

実績を公表しています。 

（環境等への配慮） 

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (平成 12 年法律第 100 号)第 7 条の規定に

基づき、環境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和 5 年 12 月 22 日閣議決定)に即して、「環

境物品等の調達の推進を図るための方針」を定め、できる限り環境への負荷の少ない物品等の調

達に努めるとともに、同法第 8 条の規定に基づき、毎年その実績の概要を公表しています。 

 国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律(平成 19 年法律

第 56 号)第 8 条の規定に基づき、毎年度「環境配慮契約の締結実績の概要」を公表しています。 

 

【参考】AMED ホームページにおける情報公開の状況 

 障害者就労施設等からの物品等の調達の推進を

図るための方針及び調達実績 

 中小企業者に関する契約の方針 

 環境物品等の調達方針及び調達実績 

 環境配慮契約の締結実績の概要 

https://www.amed.go.jp/koukai/other.html 
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（９）法人の強みや基盤を維持・創出していくための源泉 
AMED は、「成果を一刻も早く実用化し、患者さんやご家族の元にお届けすること」を目指し、6 つの

モダリティ（創薬手法や治療手段等）を軸にした統合プロジェクトを中心に、基礎研究から実用化に至

る一貫した研究開発を推進し、新たな医療技術等の様々な疾患への展開を図っています。これらを実

現するために有している、非財務資本（知的資本（組織資本）、社会・関係資本、人的資本）の観点から

の法人の強みや源泉は以下の通りです。 

 
① AMED における事業運営、研究開発課題の採択から課題管理、評価体制（詳細は P32 を参照） 

AMED では、健康・医療にかかるファンディングエージェンシーの事業運営体制として、優れた学識

経験や研究開発の実績等を有し、業務運営等に関して見識を有する専門家を PD（プログラムディレ

クター）、PS（プログラムスーパーバイザー）及び PO（プログラムオフィサー）として配置しています。PD、

PS 及び PO は協力して、担当する統合プロジェクト全体の運営や高度な専門的調整を行うとともに、

基礎研究の成果を臨床研究・実用化につなげる一貫した事業運営を、AMED 職員と共に行っていま

す。また、わが国における社会課題として主要な 7 疾患領域（がん、生活習慣病（循環器、糖尿病等）、

精神・神経疾患、老年医学・認知症、難病、成育、感染症（薬剤耐性を含む））に関しても十分な配慮

をしながら、医療研究開発の推進及びその成果の円滑な実用化を推進するため、疾患領域毎に豊

富な経験を有する疾患領域コーディネーター（DC）を配置しています。DC は担当する疾患領域関連

事業における高度な専門的知見をもって、AMED や各 PD への提案・助言を行うことを基本的な任務

としています。さらに、各事業における研究開発課題の採択から進捗管理に関しては、優れた研究開

発提案の評価・発掘のため、ピア・レビュー方式により、以下の流れで実施しています。 

 

事前評価：外部有識者である評価委員から構成される評価委員会において、原則として書面審査

とヒアリングを実施した上で採択優先順位を決定、PS 及び PO による採択課題案の決

定を経て、AMED において採択課題が決定されます。 

採 択 後：各事業の PS 及び PO 等が研究開発課題の進捗状況、成果を把握するとともに、評価

委員会が中間評価を必要に応じて、事後評価を適切な時期に実施します。また、評価

結果を踏まえて PD、PS 及び PO で協議を行い、AMED による今後の成果展開や事業

等の運営へ反映します。 

② 研究開発成果を展開、最大化させるための連携 

AMED が行う基礎的な研究開発から実用化のための研究開発までの一貫した推進及びその成果

の円滑な実用化への寄与として、AMEDと医薬品医療機器総合機構（PMDA）は、それぞれが使命や

責務を果たしつつ、知識や経験を相互に補完・活用することを目的に連携協定を締結し、日本発の

革新的医薬品・医療機器・再生医療等製品の創出に向けた相互協力を行っています。また、医療分

野の研究開発成果の実用化に向け、産業動向、技術動向等に関する両者の知見を共有し、双方の

役割を活用する、株式会社産業革新投資機構（JIC）との連携や、製品評価技術基盤機構（NITE）が

多数保有する微生物の培養抽出物を活用し、オールジャパンでの革新的な医薬品の研究開発に貢

献するための連携など、研究開発の推進、成果の円滑な実用化のため、国内機関との連携を行って

います。 
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また、海外のファンディングエージェンシー機関や国際コンソーシアムとの連携・協力によって、共

同研究の実施、人材交流、ワークショップや共同セミナー、シンポジウムの共同開催を通じて、国際

的な医学分野の連携を強化しています。詳しくは以下のホームページをご参照下さい。 

（AMED について＞国内外機関との連携＞海外機関、国際コンソーシアムとの連携・協力） 

https://www.amed.go.jp/aboutus/collaboration/index.html 

その他にも、BioJapan やジャパン・ヘルスケアベンチャー・サミット（JHVS）でのピッチイベントなどを

通じ、アカデミア等で発見された優れたシーズの実用化を促進し、育てるための好循環（エコシステ

ム）を確立させる施策の一部を担い、研究開発成果の展開、最大化を図っています。 

③ 基礎的な研究開発から実用化のための研究開発までを一貫して推進・支援するための人的資本 

「運営基本理念・運営方針」や「役職員行動規準」の実現を、人材という観点からどのように実践し

ていくかの方策を示し、求められる職員像として「思考力、実行力、課題解決力、自立性・協調性、専

門性、人材育成」の 6 つの観点から、一般職、管理職、専門職の 3 つの職種を対象に、AMED 職員

に示しています。これにより、研究開発を推進する触媒となり、医療イノベーション創出への道を拓く

ことや、業務の効率性・透明性を確保しながら、研究費の効果的な運用や業務の効率化について改

善を続けています。また、人的資本強化のための方策として、以下、職員のダイバーシティ＆インク

ルージョン、ワークライフバランス等を意識した取組みを行っています。 

 

【参考】AMED ホームページにおける情報公開の状況 

 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画、女

性の活躍に関する情報公表 

 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行

動計画 

 障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応

要領 

https://www.amed.go.jp/koukai/other.html 
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６．業務運営上の課題・リスク及びその対応策 

前述の「５．持続的に適正なサービスを提供するための源泉（１）ガバナンスの状況、（２）内部統制等の

運営に関する情報」に記載の体制、方針に基づき識別した業務運営上の課題・リスクのうち、主なものは

以下のとおりです。 

 

【医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）】 

（リスク） 

医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）は、AMED が、長期間かつ大規模な環境整備／研究開発

における開発リスクを分担することにより、医薬品・医療機器等の研究開発を含めた「実用化の加速化等

を革新する基盤の形成」を支援する事業です。開発リスクを負うという事業の特性上、予め定めた開発目

標が未達であった場合には、その返済を一部免除する運用となっています。 

（対応策） 

課題の採択にあたっては、当該分野の技術面・ビジネス面の知識・経験を有する多様な外部有識者で

構成する課題評価委員による評価や事務局による与信調査・財務分析を実施したうえで、理事長含め

AMEDの役員・各部長が参加する会議等において、採択に伴うリスクを適切に評価しています。採択後は

定期的な訪問等により課題の進捗や経営状況等の把握・モニタリングを実施するとともに、実施機関へは、

高付加価値の情報提供や知財戦略、競合分析、出口戦略、組織戦略など、総合的コンサルテーションを

提供するといった伴走支援を併せて行うことで、着実に業務を実施しています。 

 

令和 6 年度には、従来必須としてきた AMED への原権利（特許）の再実施権付独占的通常実施権等

許諾を廃止し、また、分割返済の適用を拡大するなどの変更契約書を作成しました。これにより CiCLE を

実施する企業においては資金調達を含む経営の安定化が期待され、AMED は資金回収の確実性を高

めることができます。 

 

【創薬ベンチャーエコシステム強化事業】 

本事業では、創薬に特化したハンズオンによる事業化サポートを行うベンチャーキャピタル（VC）を認

定し、その認定 VC による出資を要件として、非臨床試験、第 1 相臨床試験、第 2 相臨床試験もしくは探

索的臨床試験の開発段階にある創薬ベンチャーが実施する医薬品等の実用化開発に対する助成を行

っています。 

（リスク） 

ベンチャー企業の事業継続基盤が脆弱、長い開発期間、多額の開発資金、低い成功率、新規株式公

開（IPO）、合併・買収（M&A）等の出口施策の実施など、各種のリスクを想定し助成を行っています。 

（対応策） 

課題の採択にあたっては、認定 VC によるデューデリジェンスに加え、創薬のビジネス面・技術面・投資

面の知識・経験を有する多様な有識者で構成する AMED の課題評価委員による評価を実施するとともに、

事務局による与信調査・財務分析・グローバルコンプライアンスチェックを実施し、採択に伴うリスクを適切
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に評価しています。また、採択後は認定 VC 及び創薬ベンチャーからの定期報告のほか、サイト訪問や

意見交換等により、課題の進捗や経営状況等を適時に把握・モニタリングしています。 

 

【公正な研究活動の推進】 

（リスク） 

AMED は、AMED の事業を実施する研究機関において、規程や体制の整備、研究倫理教育、利益相

反管理等が適切に実施されないことや、研究公正や研究倫理に対する認識や理解、手続・資料等の確

認が不十分であること等が、公正な研究活動を妨げるリスク要因であり、これにより研究成果の捏造・改ざ

ん・盗用や研究費の不正使用・不正受給等の研究活動における不正行為等の発生に繋がる可能性があ

ると考えています。 

（対応策） 

AMED は、AMED の事業に参加する研究機関に対して、規程・体制の整備や、研究者の研究倫理教

育の履修状況報告及び利益相反管理状況報告を義務付けています。また、AMED の事業において不正

行為等の疑義が生じた場合は、研究機関の規程に基づき調査を実施し、その結果を AMED に対して報

告することを義務付けており、不正行為等が認定された研究者に対して、競争的研究費の申請・参加資

格制限を行う等の措置を講じています。さらに、公正な研究活動を推進し、研究活動における不正行為

等を未然に防止するため、研究倫理教育教材の作成・高度化を行うとともに、同教材を用いたワークショ

ップや研究公正シンポジウムの開催、研究公正・研究倫理に関する情報のメールマガジンによる定期配

信等を通じて、研究公正・研究倫理リテラシーの向上や、関係者の連携・ネットワークの構築を支援し、研

究活動における不正行為や、防止と公正な研究活動を推進しています。 

 AMED における研究公正の取組： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/efforts.html 

 研究倫理教育の履修と報告（AMED 採択課題向け）： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kyoiku_program.html 

 利益相反管理と報告（AMED 採択課題向け）： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/riekisohan_kanri.html 

 研究倫理教育教材： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/kyouiku_kenshu_kyouzai.html 

 RIO ネットワーク： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/rionetwork.html 

 シンポジウム・説明会等の開催： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/symposium.html 

 不正行為等に関する相談・告発窓口： 

https://www.amed.go.jp/kenkyu_kousei/soudan_kokuhatu.html 

 

【情報セキュリティ／ＩＣＴガバナンス】 

（リスク）  

AMED は、サイバー攻撃等によりランサムウェアの侵入を許し、重要な情報が暗号化されて利用できな

くなったり、外部に漏えいしたりすることで事業運営が困難になるリスクを想定しています。 
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また、各部が運用する情報システムの情報セキュリティを確保するためには、導入時や、運用保守の契

約時に、適切な内容の調達仕様書を作成することが重要ですが、各部には、必ずしも情報システムに詳

しい人材がいるとは限らないため、導入時や運用保守の契約時に不適切な調達仕様書が作成される可

能性があることから、各部が運用する情報システムの情報セキュリティが適切に確保されないリスクを想定

しています。 

（対応策） 

情報セキュリティ研修において、ランサムウェアの被害状況や攻撃者の実態について取り上げるととも

に、侵入を防ぐための標的型攻撃メール訓練を実施し、各情報システムの管理者には、データバックアッ

プを確実に取得するための点検と仕様書の修正などを指示しています。各情報システムのランサムウェア

対策の実施状況は、情報システム台帳の棚卸しの際に確認しています。 

また、情報システム課が調達仕様書のひな型を作成、提供するとともに、仕様書案と参考見積書の内

容を点検し、改善点をフィードバックすることで、AMED 全体としての情報セキュリティレベルの向上と、

ICT ガバナンスの確保を図っています。このような仕様書案と参考見積書の点検といった取組は、 

ポートフォリオマネジメントオフィス（PMO）の業務の一環として実施しているものです。  
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７．業績の適正な評価の前提情報 

2024 事業年度（令和 6 事業年度）の AMED の各業務についての理解と評価に資するため、以下に各

統合プロジェクト及び主な事業の概要を示します。 

 

① AMED における事業運営 

AMED では、研究分野に関して優れた学識経験や

研究開発の実績等を有し、研究開発課題の評価及

び業務運営に関して見識を有する専門家を PD（プロ

グラムディレクター）、PS（プログラムスーパーバイザ

ー）及び PO（プログラムオフィサー）として配置してい

ます。PD、PS 及び PO は協力して、統合プロジェクト

全体の課題を把握し、担当する統合プロジェクトの運

営や統合プロジェクト間の協力の推進等の高度な専

門的調整を行うとともに、優れた研究開発提案の評

価・発掘や基礎研究の成果を臨床研究・実用化につ

なげる一貫した運営を行っています。 

 

② 研究開発課題の採択から課題管理、評価について 

各事業における研究開発課題の採択から進捗管理に関して、以下の流れで行っています。事前評

価においては、外部有識者である評価委員から構成される評価委員会において、原則として書面審査

とヒアリングを実施した上で採択優先順位を決定、PS 及び PO による採択課題（案）の決定を経て、

AMED において採択課題が決定されます。採択後は各事業の PS 及び PO 等が各研究開発課題の

進捗状況、成果を把握するとともに、評価委員会は中間評価を必要に応じて、事後評価を適切な時期

に実施します。また、評価結果を踏まえて PD、PS 及び PO で協議を行い、AMED による今後の成果

展開や事業等の運営へ反映します。 

公募、採択、課題管理の流れ 
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なお、採択された研究開発課題に関し、研究機関・研究者の利便性向上、業務効率化及びデータ

品質向上のために、研究開発実施機関との契約情報、課題の進捗、予算執行状況等について、

AMED と実施機関の双方がオンラインで共有する「AMED 研究開発課題管理支援ツール（A-POST）」

を構築し、既に令和 5 年度より実運用を開始しているところです。 

 AMED 研究開発課題管理支援ツール（A-POST）：https://www.amed.go.jp/keiri/a-post.html 

 

③ 6 つの統合プロジェクトについて 

AMED では、第 2 期中長期計画において、下記の表の通り、モダリティ等を軸とした 6 つの「統合プ

ロジェクト」を定めています。プログラムディレクター（PD）の下で、関係府省の事業を連携させ、基礎か

ら実用化まで一元的に推進しています。 

1）医薬品プロジェクト 

新規モダリティの創出から、創薬デザイン、最適化、活性評価、品質・有効性・安全性評価法や製造技術

等の研究開発まで、モダリティに関する基盤的な研究開発を推進しています。また、様々なモダリティに

関する技術・知見等を疾患横断的に活用して新薬創出を目指すとともに、アカデミア発の革新的なシー

ズの実用化を支援しています。さらに、創薬デザイン技術や化合物ライブラリー、解析機器の共用等、創

薬研究開発に必要な支援基盤の構築に取り組んでいます。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index01.html 

2）医療機器・ヘルスケアプロジェクト 

産学官の協力体制のもと、AI・IoT 技術、計測技術、ロボット技術等を融合させた医療機器・システムや

ヘルスケアの研究開発を支援し、疾病の診断・治療の高度化、疾病の予防推進や QOL 向上を目指して

います。また、医療分野以外の研究者や企業も含め適切に研究開発を行うことができるよう、必要な支援

に取り組んでいます。基礎研究から実用化へ向けてフェーズをアップするため、ステージゲートを意識し

ながら、切れ目のない支援を推進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index02.html 

3）再生・細胞医療・遺伝子治療プロジェクト 

再生・細胞医療の実用化に向けて、革新的な基礎・応用研究、非臨床・臨床研究や製造基盤技術の開

発、疾患特異的 iPS 細胞等を活用した難病等の病態解明・創薬研究及び必要な基盤構築を進めていま

す。また、遺伝子治療について、遺伝子導入技術や遺伝子編集技術に関する研究開発を行っていま

す。これらの分野融合的な研究開発、伴走支援等を取り入れながら推進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index03.html 

4）ゲノム・データ基盤プロジェクト 

バイオバンクやコホート、臨床研究等のゲノム・データ基盤の整備、全ゲノム解析等実行計画等を介した

データ利活用促進により、ライフステージを俯瞰した疾患の発症・重症化予防、診断、治療等に資する研

究開発を推進し、病態解明を含めたゲノム医療、個別化医療の実現を目指しています。また、レジストリ

等の医療データを活用した新たな診断・介入法の実装に向けた研究、無形の医療技術や関連するシス

テムの改善、改良を目指したデータ収集等の研究を行っています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index04.html 

5）疾患基礎研究プロジェクト 

医療分野の研究開発への応用を目指し、脳機能、免疫、老化等の生命現象の機能解明や、様々な疾患

を対象にした疾患メカニズムの解明等のための基礎的な研究開発を行っています。これらの研究開発成

果を臨床研究開発や他の統合プロジェクトにおける研究開発に結び付けるとともに、臨床上の課題を取り

込んだ研究開発を行うことにより、基礎から実用化まで一貫した循環型の研究を支える基盤を構築してい

ます。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index05.html 
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6）シーズ開発・研究基盤プロジェクト 

アカデミアの組織・分野の枠を超えた研究体制を構築し、新規モダリティの創出に向けた画期的なシーズ

の創出・育成等の基礎的研究を行うとともに、国際共同研究を実施し、臨床研究開発や他の統合プロジ

ェクトにおける研究開発に結び付けています。また、橋渡し研究支援機関や臨床研究中核病院におい

て、シーズの発掘・移転や質の高い臨床研究・治験の実施のための体制や仕組みを整備しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index06.html 

 

④ 疾患領域に関連した研究開発 

疾患研究については、豊富な経験を有する疾患領域コーディネーター（DC）による柔軟なマネジメ

ントができるよう、統合プロジェクトを横断的に対応できる体制で研究開発を推進しています。研究開発

統括推進室は、事業部課を併任する疾患調査役とともに、各事業部課と連携しつつ、がん、生活習慣

病等 7 つの疾患分野の視点から研究内容を吟味し、疾患領域事業を総合的に把握しています。事業

間の連携や次年度以降の疾患領域研究のあり方等を検討し、各疾患領域の実態に合わせた調整を

適宜行います。 

 

⑤ 基金等を活用した中長期的な研究開発の促進等 

1）政府出資を利用した産学官共同での医薬品・医療機器の研究開発の促進等 

【医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）】 

革新的な医薬品・医療機器等の創出に向けて、政府出資を活用し、産学官が連携して取り組む研究開発を

支援し、またその環境の整備を促進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/index07.html 

2）健康・医療分野におけるムーンショット型研究開発等 

【ムーンショット型研究開発事業】 

我が国発の破壊的イノベーションの創出を目指し、従来技術の延長にない、より大胆な発想に基づく挑戦

的な研究開発（ムーンショット）を推進する事業です。本事業では、未来社会を展望し、困難だが実現すれ

ば大きなインパクトが期待される社会課題等を対象として、研究開発を推進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/18/03/001.html 

【革新的医療技術研究開発推進事業（産学官共同型）】 

国費と企業原資の研究費を組み合わせることにより、産学官共同による医療上の必要性が高く特に緊要と

なった医薬品・医療機器等の研究開発を推進しています。併せて、産学官連携の更なる高度化のため、高

い技術と機動力のあるスタートアップ企業の参画を支援しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/18/03/002.html 

3）新型コロナウイルスワクチンの開発支援 

【ワクチン開発推進事業、創薬支援推進事業】 

新型コロナウイルス感染症を克服するための、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン開発の重点的な

支援、実用化を目的としており、製薬企業やワクチンメーカーによる生産を視野に、必要な研究開発を強力

に支援しています。また、迅速な新型コロナワクチンの導入を念頭に、新型コロナワクチン開発又は実用化

後に検討が必要な課題に係る研究についても推進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/11/02/004.html 
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4）ワクチン・新規モダリティの研究開発 

【ワクチン・新規モダリティ研究開発事業】 

今後のパンデミックの脅威に備え、重点感染症に対して、感染症有事にいち早く、安全で有効な、国際的に

貢献できるワクチンを国内外に届けるため、平時より長期的・安定的かつ戦略的に、①感染症ワクチンの開

発、②ワクチン開発に資する新規モダリティの研究開発を支援しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/21/02/001.html 

5）ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成 

【ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点の形成事業】 

国産ワクチン等の実現に向け、世界トップレベル研究開発拠点（フラッグシップ拠点、シナジー効果が期待

できる拠点）や研究開発をサポートする機関の整備等を行うとともに、平時からこれらの研究拠点を中心とし

て、出口を見据えた関連研究を強化・推進しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/21/02/002.html 

6）創薬ベンチャーエコシステムの強化 

【創薬ベンチャーエコシステム強化事業】 

我が国の創薬ベンチャーエコシステムにおける大規模な開発資金の供給源不足を解消するため、創薬に

特化したハンズオンによる事業化サポートを行うベンチャーキャピタル（VC）を認定し、認定 VC による出資

を要件として、非臨床試験、第 1 相臨床試験、第 2 相臨床試験もしくは探索的臨床試験の開発段階にある

創薬ベンチャーが実施する実用化開発を支援しています。特に、創薬ベンチャーの十分な売上や成長を

図るべく、日本に加えて海外市場での事業化を行う計画についても積極的に支援しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/19/02/005.html 

7）大学発医療系スタートアップの支援 

【大学発医療系スタートアップ支援プログラム】 

医薬品等の実用化支援についてノウハウと実績のある橋渡し研究支援機関を活用し、大学発医療系スター

トアップの起業に係る専門的見地からの伴走支援等を行うための体制を整備するとともに、非臨床研究等に

必要な費用の支援、医療ニーズを捉えて起業を目指す若手人材の発掘・育成を実施しています。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/16/01/014.html 

8）医学系研究力の強化 

【医学系研究支援プログラム】 

研究者の研究活動と、機関としての研究環境改善に係る取組を一体的に支援することとし、大学病院・医学

部を置く大学の中から、医学系研究者の研究時間の確保、基礎生命科学や他分野を含めた多様な人材か

らなる研究チーム形成、国立研究開発法人、産業界や海外等との頭脳循環の推進等を行いつつ、政府が

定める「国家戦略上重要な研究課題」に取り組む大学を公募・採択し、支援します。 

9）先端国際共同研究の推進 

【先端国際共同研究推進プログラム】 

国際科学トップサークルへの日本人研究者の参入を促進するとともに、欧米等先進国の優秀な若手研究者

の交流・コネクションの強化も図ることで国際頭脳循環を推進し、長期的な連携ネットワークの構築に貢献す

るため、相手国ファンディングエージェンシーと協働しつつ、より戦略的・機動的に国際共同研究を支援して

います。 

 https://www.amed.go.jp/program/list/20/01/009.html 
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８．業務の成果と使用した資源の対比 

（１）当事業年度の主な業務成果・業績実績 
AMED の主だった成果については、「AMED 事業成果」として以下のページで紹介しております。 

○事業成果 

https://www.amed.go.jp/seika/index.html 

 

事業ごとの成果や、AMED の事業全体の成果については以下もご参照ください。 

○刊行物・レポート 

https://www.amed.go.jp/seika/index.html 

○AMED の評価に関する情報 

https://www.amed.go.jp/seika/index.html 

○AMED データブック 

AMED における研究開発課題のデータを様々な角度((プロジェクト視点、疾患領域、開発目的)から集

計し、情報分析レポートとして以下のページに公表しています。 

https://www.amed.go.jp/content/000120904.pdf 

 

（２）自己評価 
AMED は、2015 年度（平成 27 年度）の設立以降、「成果を一刻も早く実用化し患者さんやご家族の

元にお届けすること」を目指して、基礎から実用化までの一貫した医療研究開発の推進、その成果の

円滑な実用化を図るとともに、研究開発環境の整備を総合的かつ効果的に行うためのさまざまな取組

を役職員一体となって行ってきました。2024 年度（令和 6 年度）の業務実績について、各業務（セグメ

ント）毎の具体的な取組の結果（自己評価委員会における評価結果であり、2025 年（令和 7 年）6 月末

に主務大臣に提出）と行政コストとの関係の概要については次のとおりです。 

詳細については、2024 年度（令和 6 年度）の業務実績に係る自己評価報告書をご覧ください。 

（参照：https://www.amed.go.jp/koukai/kouhyou.html ） 

第２期中長期目標 
自己 

評価 

行政コスト 

（単位：百万円） 

Ⅰ．（1）AMED に

求められる機能を

発揮するための体

制の構築等 

① 医療に関する研究開発マネジメントの実現 

A 1,327 

② 研究不正の取組の推進 

④ 研究データマネジメント 

⑤ 実用化へ向けた支援 

⑥ 国際戦略の推進 

Ⅰ．（2）基礎研究

から実用化へ一貫

して繋ぐプロジェク

トの実施 

まとめ A 

147,506 

① 医薬品プロジェクト ｓ 

② 医療機器・ヘルスケアプロジェクト a 

③ 再生・細胞医療・遺伝子治療プロジェクト a 

④ ゲノム・データ基盤プロジェクト a 

⑤ 疾患基礎研究プロジェクト ｓ 
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【自己評価について】 

S：特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の創出の期待等が認められる。A：顕著な成果の

創出や将来的な成果の創出の期待等が認められる。B：成果の創出や将来的な成果の創出の期待

等が認められ、着実な業務運営がなされている。C：より一層の工夫、改善等が期待される。D：抜本

的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求める。 

 

⑥ シーズ開発・研究基盤プロジェクト a 

Ⅰ．（3）基金等を

活用した中長期的

な研究開発の促進

等 

まとめ A 

1,626 

① 政府出資を利用した産学官共同での医薬品・

医療機器の研究開発の促進等 
a 

② 健康・医療分野におけるムーンショット型研究

開発等 a 

③ 新型コロナウイルスワクチンの開発支援 a 

④ ワクチン・新規モダリティの研究開発 a 

⑤ ワクチン開発のための世界トップレベル研究開

発拠点の形成 
a 

⑥ 創薬ベンチャーエコシステムの強化 a 

⑦ 大学発医療系スタートアップの支援 a 

⑧ 医学系研究力の強化 a 

⑨ 先端国際共同研究の推進 a 

Ⅰ．（4）疾患領域

に関連した研究開

発 

- A 
Ⅰ．（2）の 

内数 

Ⅱ．業務運営の効

率化に関する事項 

① 組織・人員体制の整備 

A 

4,929 

② ＰＤＣＡサイクルの徹底 

③ 適切な調達の実施 

④ 外部能力の活用 

⑤ 業務の効率化 

⑥ 業務の電子化に関する事項 

Ⅲ.財務内容の改

善に関する事項 

（1）運営費交付金の適切な執行に向けた取組 
B 

（2）保有資産の処分等  

Ⅳ.その他業務運

営に関する事項 

（1）内部統制に係る体制の整備 

B 

（2）コンプライアンスの推進 

（3）情報公開の推進等 

（4）情報セキュリティ対策の推進 

（5）職員の意欲向上と能力開発等 
 

 

 

 

 

（３）当中長期計画期間における主務大臣による過年度の総合評定の状況 
当中長期計画期間における主務大臣による過年度の総合評定の状況は以下のとおりです。なお、

2024 年度（令和 6 年度）の主務大臣による評価は今夏以降に示されます。 

 

区分 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

評定 A A A A 

 



日本医療研究開発機構（AMED）事業報告書 
 

38 
 

９．予算と決算との対比 

(法人単位決算報告書)                                         （単位：百万円） 

区分 予算額 決算額 差額 差異理由 

収入     

運営費交付金 6,564 6,564 0   

医療研究開発推進事業費補助金 133,312 133,192 121  

保健衛生医療調査等推進事業費補助金 11,854 12,478 △ 624 (注 1) 

中小企業医療研究開発推進事業費補助金 4,180 1,324 2,856 (注 2) 

日本医療研究開発機構設備整備費補助金 0 1,267 △ 1,267 (注 1) 

革新的研究開発推進基金補助金 13,758 13,758 0   

その他の収入 0 6,020 △ 6,020 (注 3) (注 4) (注 5) 

寄附金収入 125 125 0   

受託等収入 260 260 0   

計 170,054 174,987 △ 4,933   

支出      

一般管理費 4,530 4,482 48   

人件費 1,585 1,553 32   

物件費 2,915 2,899 16   

公租公課 30 30 0   

事業費 58,920 54,574 4,346   

物件費 58,920 54,574 4,346  

医療研究開発推進事業費 133,312 131,130 2,182   

保健衛生医療調査等推進事業費 11,854 12,140 △ 285 (注 1) 

中小企業医療研究開発推進事業費 4,180 1,257 2,923 (注 2) 

日本医療研究開発機構設備整備費 0 1,227 △ 1,227 (注 1) 

受託等経費 260 260 0   

計 213,057 205,070 7,987   

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

 

予算と決算額との差額の説明 

（注 1）前年度からの繰越等のため 

（注 2）次年度への繰越等のため 

（注 3）過年度委託研究費・補助事業費の額の確定による戻入等のため 

（注 4）開発委託金の回収等のため 

(注 5)消費税の還付等のため 
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※詳細につきましては、決算報告書をご覧ください。 

https://www.amed.go.jp/koukai/teikyou.html 
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１０．財務諸表（要約した法人単位財務諸表） 

（１）貸借対照表                                           
  （単位：百万円） 

資産の部 金額 負債の部 金額 

流動資産 573,801 流動負債 90,473 

現金及び預金 572,210 固定負債 499,931 

その他の流動資産 1,592 資産見返負債 6,011 

固定資産 113,024 長期預り補助金等 493,658 

有形固定資産 4,365 長期預り寄附金 5 

無形固定資産 1,646 退職給付引当金 257 

投資その他の資産 107,013 負債合計 590,404 

長期性預金 44,000 純資産の部 金額 

長期未収金 4 資本金 94,681 

開発委託金 51,171 政府出資金 94,681 

開発委託金回収債権 11,306 資本剰余金 293 

敷金保証金 275 利益剰余金 1,447 

退職給付引当金見返 257 当期未処理損失 △603 

    純資産合計 96,421 

資産合計 686,825 負債純資産合計 686,825 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

 

（２）行政コスト計算書 
 （単位：百万円） 

項目 金額 

Ⅰ 損益計算書上の費用 198,290 

業務費 190,996 

一般管理費 4,927 

財務費用 3 

雑損 2,158 

臨時損失 207 

法人税、住民税及び事業税 0 

Ⅱ その他行政コスト 0 

Ⅲ 行政コスト 198,290 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 
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（３）損益計算書 
 （単位：百万円） 

科目 金額 

経常費用（A) 198,083 

 業務費 190,996 

  人件費 3,376 

  研究委託費 178,080 

  業務委託費 2,140 

  減価償却費 2,064 

  開発委託損失（注 2） 1,100 

  その他 4,236 

 一般管理費 4,927 

  人件費 2,163 

  業務委託費 1,159 

  減価償却費 188 

  その他 1,416 

 財務費用 3 

 雑損 2,158 

経常収益（B) 197,047 

 運営費交付金収益 5,922 

 補助金等収益 184,808 

 寄附金収益 185 

 受託業務収入 260 

 その他 2,781 

 財務収益 868 

 雑益 2,222 

臨時損益（C） 433 

その他調整額（D） 0 

当期総損失（B-A+C+D） △603 

（注 1）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

（注 2）開発委託損失については、医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）において、研究開発終了 

    時に目標未達となった場合に開発委託金の返還を一部免除するというスキームにおいて発生した、 

    見合いの収益計上がなされない事業費用です。 
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（４）純資産変動計算書 
    （単位：百万円） 

  Ⅰ 資本金 Ⅱ 資本剰余金 Ⅲ 利益剰余金 純資産合計 

当期首残高 108,419 293 2,050 110,762 

当期変動額     

Ⅰ資本金の変動 △13,738     △13,738 

Ⅱ資本剰余金の変動       

Ⅲ利益剰余金の変動       

   当期純損失     △603 △603 

当期変動額合計 △13,738 - △603 △14,341 

当期末残高 94,681 293 1,447 96,421 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

 

（５）キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円） 

項目 金額 

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー（A) △37,449 

人件費支出、その他経費支出 △203,447 

運営費交付金収入 6,564 

補助金等収入 162,455 

寄附金収入 125 

受託収入 260 

その他収入 4,751 

国庫納付金支出 △59 

その他支出 △8,097 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー（B) △40,638 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー（C) △13,738 

Ⅳ 資金に係る換算差額（D) 0 

Ⅴ 資金増加額（又は減少額Δ）（E=A+B+C+D） △91,825 

Ⅵ 資金期首残高（F） 310,134 

Ⅶ 資金期末残高（G＝E+F) 218,310 

（注）各金額は単位未満四捨五入によっており合計額と一致しないことがあります。 

※詳細につきましては、財務諸表をご覧ください。 

https://www.amed.go.jp/koukai/teikyou.html 
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１１．財政状態及び運営状況の法人の長による説明情報 

（１）貸借対照表  
（資産） 

2024 年度（令和 6 年度）末現在の資産合計は 686,825 百万円と、前年度比 45,462 百万円減（6.2％

減）となっています。 これは、主として長期性預金が前年度比 121,900 百万円減少したことによります。 

（負債）  

2024 年度（令和 6 年度）末現在の負債合計は 590,404 百万円と、前年度比 31,121 百万円減(5％

減）となっています。 これは、主として長期預り補助金等が前年度比 42,537 百万円減少したことにより

ます。 

 

（２）行政コスト計算書  
2024 年度（令和 6 年度）の行政コストは 198,290 百万円となっています。前年度比 5,122 百万円増

（2.7％増)となっています。 これは主として業務費が前年度比 8,492 百万円増加したことによります。 

（３）損益計算書  
（経常費用） 
 2024 年度（令和 6 年度）の経常費用は 198,083 百万円と、前年度比 4,973 百万円増（2.6％増）とな

っています。これは、主として業務費のうち、研究委託費が前年度比 7,354 百万円増加したことによりま

す。 

（経常収益） 

2024 年度（令和 6 年度）の経常収益は 197,047 百万円と、前年度比 3,337 百万円増(1.7%増）となっ

ています。これは、主として補助金等収益が前年度比 7,208 百万円増加したことによります。 

（当期総損失） 

上記経常損益の状況及び臨時損益の結果、2024 年度（令和 6 年度）の当期総損失は 603 百万円

と、前年度比 1,247 百万円減（ - ）となっています。 

  当期総損失となった主な要因は、医療研究開発革新基盤創成事業（CiCLE）において目標未達

（不確実性を常に伴う研究開発の性格を考慮し、計画どおりに事業執行・管理を行ったものの、結果と

して有効性の確認等には至らない場合に認定）の場合、開発委託金返還の一部免除額を開発委託損

失として計上する会計処理を行うこととしており、当期は 3 件認定されたため、開発委託損失 1,100 百

万円を計上したことによるものです。なお、目標未達となった当該 3 件の評価結果は次のとおりです。 

案件１ 本剤の安全性に問題はなかったが、主要評価項目をはじめとする有効性に関するエンドポ

イントにおいて、プラセボと比較して統計学的な有意差を認めなかった。 

案件２ 第Ⅱ相医師主導治験を完遂したが、主要評価項目である DRSP negative mood score にお

いて、統計学的な有意差は認められず、本治験で本剤の有効性は確認出来なかった。 

案件３ 非臨床試験、治験等において本剤の安全性は確認できたが、 既存薬を上回る有効性を明

確に示唆する薬効の確認はできなかったため、目標である臨床 POC 取得は達成できな

かった。 
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 （詳細はこちら https://www.amed.go.jp/program/list/17/01/002_jigo.html） 

 

（４）純資産変動計算書  
（資本金） 

2024 年度（令和 6 年度）末現在の資本金は 94,681 百万円と、前年度比 13,738 百万円減（12.7％

減）となっています。これは、13,738 百万円を減資したことによります。 

（利益剰余金） 

2024 年度（令和 6 年度）末現在の利益剰余金は 1,447 百万円と、前年度比 603 百万円減（29.4%減）

となっています。 これは、当期純損失△603 百万円により減少したことによります。 

（５）キャッシュ・フロー計算書  
（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

2024 年度（令和 6 年度）の業務活動によるキャッシュ･フローは△37,449 百万円と、前年度比 47,219

百万円の資金減となっています。 これは、主として補助金等収入が前年度比 44,098 百万円減少した

ことによります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

2024 年度（令和 6 年度）の投資活動によるキャッシュ･フローは△40,638 百万円と、前年度比

125,034 百万円の資金減となっています。 これは、主として定期預金の払戻による収入が前年度比

110,800 百万円減少し、有価証券の償還による収入が 49,400 百万円減少したことによります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

2024 年度（令和 6 年度）の財務活動によるキャッシュ･フローは△13,738 百万円と、前年度比 11,884

百万円の資金増となっています。 これは、不要財産に係る国庫納付等による支出が 11,884 百万円減

少したことによります。 
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１２．参考情報 

（１）要約した法人単位財務諸表の科目の説明 

① 貸借対照表 
現金及び預金 現金、１年以内に満期の到来する預金 

その他の流動資産 有価証券、前払費用、賞与引当金見返等 

有形固定資産 建物、工具器具備品 

無形固定資産 商標権、ソフトウェア 

長期性預金 満期日が決算日から 1 年を超える預金 

開発委託金 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構法第 16 条第１項第

１号に規定する医療分野の研究開発のうち医療研究開発革新

基盤創成事業として企業等に委託し、支出した金額 

開発委託金回収債権 
開発委託金のうち、研究開発の成功・不成功等に応じて企業

等より返還されることが確定した金額 

退職給付引当金見返 退職給付引当金の繰入に対応する額 

流動負債 預り補助金等、未払金等 

資産見返負債 
運営費交付金、補助金等により取得した償却資産の見合いで

計上する負債 

退職給付引当金 退職給付に係る引当金 

長期預り補助金等 
翌事業年度以降の特定の事業に充てるため特別の資金として

保有することを目的として交付を受けた補助金 

長期預り寄附金 翌事業年度以降の特定の事業に充てるための寄附金 

政府出資金 国からの出資金であり、独立行政法人の財産的基礎を構成 

資本剰余金 資本金及び利益剰余金以外の資本の額 

利益剰余金 業務に関連して発生した剰余金の累計額 

 
② 行政コスト計算書 
損益計算書上の費用 行政コストのうち、損益計算書に計上される費用 

その他行政コスト 
行政コストのうち、AMED の会計上の財務的基礎が減少する取

引に相当するものであるが、損益計算書に計上されないもの 

 
③ 損益計算書  
業務費 業務に要した費用 

人件費 給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する費用 

減価償却費 固定資産の取得原価を耐用年数にわたって配分した費用 
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運営費交付金収益 
運営費交付金を財源とする支出のうち固定資産の取得原価を

構成しない支出について費用処理される額 

補助金等収益 
補助金等を財源とする支出のうち固定資産の取得原価を構成

しない支出について費用処理される額 

臨時損益 国庫納付金、固定資産売却益、固定資産除却損等 

その他の調整額 法人税、住民税及び事業税 

 
④ 純資産変動計算書 
当期末残高 貸借対照表の純資産の部に記載されている残高 

 

⑤ キャッシュ・フロー計算書 

業務活動によるキャッシュ・フロー 

通常の業務の実施に係る資金の状態を表し、運営費交付金収

入、補助金等収入、業務収入、その他の経費支出、人件費支

出等が該当 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動に係

る資金の状態を表し、固定資産や有価証券の取得・売却等に

よる収入・支出が該当 

財務活動によるキャッシュ・フロー 政府出資金収入等が該当 
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（２）主な広報活動 
AMED に関する基本的な情報、AMED の取組や研究開発事業の成果について、ホームページ、

SNS、パンフレット等の多様なツールを活用し、広報活動を積極的に展開しました。 

理事長自ら情報発信する機会として、理事長記者説明会を開催しました。 

イベントにおける情報発信については、BioJapan2024 において AMED ブースを出展し、参加者に対

し、AMED の情報の周知に努め、また AMED ブース内及び JHVS（ジャパン・ヘルスケア-ベンチャー・

サミット）でのピッチイベントなどを通じ、研究開発成果の展開、最大化を図りました。その他大学等に

おける研究マネジメントを担うリサーチアドミニストレーター（URA）からの要望を踏まえ、研究開発統括

室と連携し、「公募カレンダー」として、公募情報をウェブサイトにおいて検索できるようしています。ウェ

ブサイトの見やすさの観点から、ウェブサイトの一部を改修して、研究者を含め、多くの方々にウェブサ

イトから情報を得ていただけるよう情報発信を行いました。また、各事業部においても、研究成果や活

動を広く知っていただくため、ウェブサイトでの情報発信のほか成果の発表やシンポジウム、動画配信

等の広報活動を行っています。 

そして、AMED 設立 10 周年を迎えることから、内外有識者による基調講演や有識者等によるディス

カッションを通じてこの 10 年を振り返るとともに、今後の研究開発の方向性やあり方を国民や関係者に

広く伝える「AMED10 周年シンポジウム」を令和 7 年 3 月 10 日に東京都内で開催しました。また、10 年

の歩みをまとめた「AMED10 年史」を制作し、AMED の果たしてきた役割や成果を広く発信しています。 

 

＜広報課主体の広報活動＞ 
ホームページ 刊行物等 

  

AMED のご案内 成果集 
  

https://www.amed.go.jp/index.h

tml 

 

（参照：https://www.amed.go.jp/pr/pamphlet.html） 
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SNS 等 

X (旧 Twitter) YouTube（AMED チャンネル） note （AMED Pickup） 

 
  

アカウント @AMED_officialGL 

@AMED_officialJP 

https://www.youtube.com/@am

ed 
https://amed-gov.note.jp/ 

公募やイベント開催に関する情報などを X(旧 Twitter)で配信するほか、 YouTube（AMED チャンネ

ル）や note（AMED Pickup）を活用して、AMED の事業や活動を紹介しています。 

メールマガジン 

AMED の活動状況をはじめ、公募、調達、研究公正（RIO）など、さまざまな情報についてお知らせ

するメールマガジンを配信しています。（参照：https://www.amed.go.jp/pr/mailmagazine.html） 

理事長記者説明会 BioJapan2024 AMED ブース出展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
https://www.amed.go.jp/pr/press_conference.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
https://www.amed.go.jp/news/topics/20241205.ht

ml 

BioJapan2024 

AMED ブースでのピッチイベント 

BioJapan2024 

JHVS でのピッチイベント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

公募カレンダー 

 

 

 

（公募カレンダー）https://www.amed.go.jp/content/000117274.xlsx 
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＜各部の主な広報活動＞ 

パンフレット 

AMED データブック 
2023 年度 

再生・細胞医療・遺伝子治療研

究開発 2025 
革新的先端研究開発支援事業 

2024▷2025 
  

 

https://www.amed.go.jp/pr/p

amphlet.html 

再生・細胞医療・遺伝子治療プロ

ジェクト（プロジェクト紹介パンフ

レット） 

https://www.amed.go.jp/content

/000138742.pdf 

革新的先端研究開発支援事業

（事業紹介パンフレット） 

SNS 等 

SCARDA 紹介動画 
note 

（【AMED】医療機器等開発ガイドライン） 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Dj6Hm5sO914 https://note.com/med_device/n/n8c327036b95c?

magazine_key=m48f3ce2b8d98 
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＜10 周年事業＞ 

 

イベント 

生命科学・創薬研究支援基盤事業 

BINDS シンポジウム 2024 
認知症分野に関する日韓合同シンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.amed.go.jp/news/event/bindssympo

2024.html 
https://www.amed.go.jp/news/event/20241105_re

port.html 

イベント一覧は、下記よりご覧いただけます。 

（令和 6 年：https://www.amed.go.jp/news/event/event_list2024.html） 

（令和 7 年：https://www.amed.go.jp/news/event/event_list2025.html） 

AMED10 周年シンポジウム 10 年史 

 

 

 
 

 

https://www.amed.go.jp/news/event/amedsympo

2024_report.html 
https://www.amed.go.jp/content/000142503.pdf 


